ワークショップに参加して


魯玉芳（福善(上海)信息技術有限公司）

この度は、皆さんのお陰で、上海、無錫、張家界の三ヶ所を巡ってのワークショップを無事に終わることができました。ワークショップが終わって、皆さんの感想文が送られてきて私へのお礼の言葉があるのを読んで、恥ずかしいと思っています。というのは料理の注文などささやかなことしかできなかったからですが、逆に皆さんに甘えさせていただいて、ありがとうございました。
　ちょうど万博ブームで上海には訪問客が一杯と報道されていましたが、7月22日の夜に外灘から南京東路の中福ホテルに歩くまで、人がそんなに多いとは思いませんでした。あの夜タクシーで帰るつもりでしたが、空車は一台もありませんでした。本当に恐ろしいと思います。万博は国の力をアピールするイベントと言われています。多分それは事実でしょうが、中国、特に上海市民には何をもたらしますか。毎週末、私はほとんど大学のクラスメートの実家で居候していますが、私たちの評判は「混む」、「汚い」、「混乱」と散々です。ネット上でも万博に対する文句が多くて、「世博会」を「SB会」と呼んでいます（「世博」のピンインの先頭アルファベットは「S」と「B」で、しかも、人を馬鹿にする言葉にも「SB」というのがあります）。
　

　無錫ですが、私は2回目の訪問です。近年来、IT産業を重視していて、幾つかの技術開発パークが整備されているようです。　残念なことに、三国城にはガッカリしました。2500年ほど前に、紹興と戦った呉の国の中心地で、歴史ある場所が何箇所か残っているのではと期待していましたが、何も面影がなく近代化し過ぎでした。多分私はかつての敵国の出身であるせいか、より一層厳しく評価をするかもしれませんが、歴史を大事に扱ってほしいものです。

　今回張家界へも行けたことは夢のようでした。あの3億元弱もするロープウェイには感心しました。一体どうやって建設しましたか。大工さん、お疲れ様でした。ただし、山の中では、ロープウェイと観光バスで過ごしたので、山登りがほとんどなくて、上海に戻っても足は全然痛くなくて、なんか寂しいと思いました。

　今回一番印象に残るのはPANTAさんのライブです。私は音痴であの夜までは、ロックは煩い音楽だと思っていました。PANTAさんの歌を聞かせていただいて、そうではないと分かりました。毛沢東は嫌いですが、彼の名言の一つ「没有調査、没有発言権」は正しいと分かりました。というのは、この世での物事は、ちゃんと調べないまま、勝手に判断してはいけません。
